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研究の要約
算数の授業では,見通しをもとに筋道を立てて考えることが大切にされている｡ しかし
ながら,子どもが出会う課題には,見通しのままには解決できにくかったり,すぐには見
通しがもちにくかったりするものもある｡そのような課傍は,ただ頭の中だけで漠然と考
えているだけでは結果や方法の見通しは生まれにくい｡
そこで,作業的 ･体験的な第数的活動で手を動かしながら試行錯誤的に考えていく中で,
結果や方法の見通しをもちながら考えを進めていく授共をつくりたいと考えた｡そのよう
に試行錯徴的に考えることは,子どもにとっても大切な考え方の 1つなのではないかと考
える｡
そこで,本研究では,試行錯供的な算数的活動を大切にする指導のあり方について,授
業実践を通して探っていくO
1 億材名 ｢いろいろな丑をはかりとろう｣
2 授業改善の視点と方法
(1)本題材の由来
江戸時代の算術蕃 ｢塵劫記｣の中に ｢油分け
第｣がある｡ 2つのます (7升と3升)を用い
て,1斗 (1斗-10升)の油を分けるもので
ある｡
本題材は,その ｢油分け罪｣をもとに,単位
を色,dAに直して,現代版にしたものであるo
主に高学年の授業で,算数の歴史の深さや問題
のおもしろさを味わうために行われてきた経緯
がある｡
(2)本題材の意味
井数の授業では,見通しをもとに筋道を立て
て考えることが大切にされているO しかしなが
ら,子どもが出会う課題には,見通 しのままに
は解決できにくかったり,すぐには見通しがも
ちにくかったりするものもある｡そのような秋
掛 i,ただ頭の中だけで浜然と考えているだけ
では結果や方法の見通しは生まれにくい｡子ど
もが作業的 ･体験的な算数的活動で手を動か し
ながら試行錯誤的に考えていくことが解決-の
糸口を見つけるもとになる｡
しかしながら,今までの第数の授業では,千
どもが試行錯誤的に考えながら探題を解決 して
いくことをねらう授業というのはあまり行われ
てこなかった｡
そこで,作業的 ･体験的な許数的活動で手を
動かしながら試行錯誤的に考えていく中で,結
果や方法の見通 しをもちながら考えを進めてい
く授業をつくりたいと考えた｡そのように訊行
路誤的に考えることは,子どもにとっても大切
な考え方の1つなのではないかと考える｡
(3)本居材のよさ
試行錯観的な算数的括動ができる題材の例と
しては,他にも,｢フォア ･フォアズ (4個の4
と演舞記号を使っていろいろな数をつくる)｣,
｢小町算 (1から9までの数を使って100を
つくる)｣了円周は円の直径の何倍かの見積 り(円
とその外接正方形を使って2倍より大きく4倍
より小さいことを見積る)｣などがある｡
本題材のもとになる ｢油分け算｣は具体物を
- 5-
使った操作が行えるので,試行錯誤的な算数的
活動ができる越材として一番よいと考えたO
本越材は,図による思考操作だけでは解決が
難 しいので,クイズ的なおもしろさが感 じられ
る｡
計半年では,算数の歴史に触れるきっかけと
なったり,数の構成をねらいとして,数をいく
つかの数の和差相帯とみる見方を育てることも
できる｡
3年生でかさの単位を学習 した後には,試行
錯誤的な詩数的活動をねらいとしていつでも指
凍できる題材である｡
(4)今までの指導の問題点
今までの本題材の扱いでは,図に表 しながら,
思考操作のみで活動 してきたので,解決が6年
生でも難 しいことがあった｡
また.操作を同や言葉に委 したり,図や言盛
で髄作を鋭明したりすることも複縄で難 しかっ
た｡
(5)新しい指導
(D容易に解決できるところから発展的に考え
めあてを焦点化する
容易に解決できる7d且,3d且をはかりとるこ
とができることから発展的に考え,Iチビもが ｢他
の虫もはかりとることができそうだO｣と気づい
てきたところで,｢5朗のはかりとり方を考えよ
う｡｣という焦点化 しためあてにする｡
②実際に容器に水を出し入れ して考える算数的
活動にする
1つの班に1且の水と.1且(18マス),7
d8,3d且の容器 (透明のカップにそのG･の印を
つけたもの)を準備 し,それを使って考える活
鋸 こする｡これにより,実際に水を出し入れ し
ながら試行錯誤的に取り組みやすくする｡
③具体物を使った操作で説明させる
決まったfi･のつくり方について話し合 う際に
は,同や言典による税別は求めず,具体物を使
って操作で説明させるようにする｡
3 題材の目標
0 2つの容誰を使って決まった盤をはか りと
ることについて,進んで取 り組 もうとする｡
(関心 ･意欲 ･態度)
0 2つの容器に水を入れたり出 した りしなが
ら,操作をもとに試行措辞的に決まった塁を
はかりとることができる｡
(教学的な考え方)
4 指導計画
第 1時 7deと3d且の邪器を使っていろいろ
な猛をはかりとる｡(本時)
第 2時 3d且と5d且の容器を作っていろいろ
な血をはかりとる｡
5 授業の実際
(1) 本時の評価規準
1且の水から7deと3daの黍工を:i,,を使って水を
入れたり出したりしながらいろいろな虫をはか
りとる算数的輯軌を通 して,操作をヰーとに試行
錯娯的に5dbをはかりとることができる｡
(2) 本時の展開 (本時は第 1時)
辛;Al活動1
T (P,q僅 ｢水が 1且あります｡ この水からき
まったかさをきちんとはかりとります｡｣を板
許.)かさをはかりとるには何を使ったらよい
と思う?
C 入れ物です｡
C ldeのマスです｡(賛成多数)
指導の工夫(D
容易に解決できるところから発展的に考え
T 実は,手元には,7dlと3dlの容器があり
ます｡どのようにはかりとればよいでしょう｡
C どれだけのかさをはか りとるのかこれだけ
では分かりません｡
T じゃあ,何daならはかりと九ますか?
C 7dAですo(賛成多数)(T .7d且と板書 し,
その頑に◎をつける｡)
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C 3d色です｡(茸守成多数)(T :3d色と板再し.
その頭に◎をつける｡)
C 1OdAもはかりとれます｡(賛成多数)
(T :同様に◎をつける｡)
C 4dlもできますO(賛成多数)
T ちょっと待って｡どうやってはかるの?
C こうやったらできます｡(前にLiJ.てきて,容
器を持って実際に水を7dbの容器から3dRの
容器に移 して見せる.)(T :4d且と板等し,
その頭に◎をつける｡)
C 6もできそうです｡3dh2はいでできますD
(賛成多数)(T:6dAと横苦し,その頭に◎
をつける)
C ld且も2dAもできそうですo
C それができたら,9d且や 8dH)できそうで
す｡
C どんなかさでもできそうです｡
C えー?できないのもあるんじゃないかな｡
C できるよ｡5d且もできそうですo
T いきおいでできると言ってるんじゃない
の?
C 5d且もきっとできます｡
こうして,子どもがいろいろな虫がはかりと
れそうだと見通しをもてたところで,本時のめ
あてを ｢5d且のはかりとり方を考えよう｡｣とい
う焦点化しためあてに決めた｡
学習活動2
指導の工夫②
実際に容器に水を出し入れして考える
1つの班に1且の水と,1旦(1且マス),7
d色.3d且の容器 (透明のカップにその丑の印を
つけたもの)を準備 し,それを使って考える活
動にした｡
談しながら.rまず.7daの方から入れてみよう.｣
などと活動を始めることができた｡
1daをはかりとることができた子どもは ｢う
ま(1dlがつくれたねO｣と称揚 し,さらに,｢そ
の水をどちらの容器に入れればいいと思うり｣
と助言した｡子どもは.友だちと相談しながら,
3d且の方に入れ,さらに, 7dCの方に水をいっ
ぱい入れて見比べていたが, 7d色の方の水を3
dbの容器に移 して,次のA児のようにうまく5
dAをはかりとることができた｡
2daをはかれた子どもも称揚 し.同様の関わ
りをした｡次のB児のようにうまく5dAをはか
りとることができた｡
うまく5dlをはかりとることができた子ども
には,後で説明できるように何度も繰 り返しは
かりとったり,別の容器から水を入れ始めたり
するよう助言した｡
こうして,子どもは,許行錯誤的に考えなが
ら,5dAをはかりとる途中で 1d且や 2d且(8d且
や 9dA)をはかりとることができることに気づ
きながら,次のA児,B児のように2通りの方
法で5d且をつくり出すことができた｡
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容器を見るだけで活動が進まない子どもには,
rまず, 7dAと3d色のうちどちらの容器に水を
入れる?｣と助言 した｡子どもは,友だちと相
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学習活動 3
指導の工夫③
どの班も最低 1通りでは5d且をはかりとるこ
とができたところで,5d且のはかりとり方を1
且の水と,1且,7dA,3dAの容器を使って操
作で説明させるようにした｡
A児の方法,73児の方法をどちらも取り上げ
ると,他の方法でもやってみたいという班が出
てきたので,さらに活動の時間を確保 した｡
1,2,8,9dAも5dAをはかり取っていく
中でつくれていたことを振 り返 り,想定した全
てのかさをはかりとることができることを確か
めた｡
本時,7d且と3d且の容器を使っていろいろな
且をはかりとることができた子どもは,第 2時
でも,3d且と5d且の容器を使っていろいろな丑
をはかりとることにも意欲的に取り組み,焦点
化 した4d且をはかりとることができた｡
6 考察
本授業実践では,指導の工夫として,①容易
に解決できるところから発展的に考えめあてを
焦点化する,②実際に容器に水を出し入れして
考える算数的活動にする,③具体物を使った操
作で説明させるの3点を行った｡
容易に解決できるところから発展的に考えて
いったので,子どもは,難 しさを感 じることな
く自然に-思考操作では解決しにくい,1,2,
8,9dA.そして5dEのつくり方を課題として
焦点化することができたと考える｡
また.容器を使って実際に水を出し入れ して
考えていったので,解決の途中で 1d色や 2d旦(8
d且や 9d且)がはかりとれることに気づさながら,
5d且をはかりとることができた｡
さらに,説明は図にかかせたり,図を使って
説明したりするのではなく,具体物を使った操
作で説明させたので,どのように操作したのか
が分かりやすかったと考える｡それが,他の班
の ｢他の方法でもやってみたい｡｣という反応に
表れたのではないか｡
授業実践を通して,子どもは,実際に容音別こ
水を出し入れ して考える算数的活動を通 して,
試行錯娯的にいろいろな丑をはかりとることが
できた｡作業的 ･体験的な活動だったので.千
ども同士でどうやったらよいのか相談しながら
解決-の見通しをもてたのではないかと考える｡
静数的活動は有効であったのではないか｡
算数の授巣では見通しをもとに筋道を立てて
考えることが大切にされている｡しかしながら,
子どもが出会 う課題は,見通し通 り解決できる
ものばかりはない｡本実践を通して,試行錯誤
的に考えて課題を解決 していくことも子どもた
ちにとっては大切な経験になるのではないかと
実感 したO
今後も,見通しをもとに筋道を立てて考える
授菜だけでなく,試行錯誤的に考えていく授業
も子どもと共につくっていきたいと考える｡
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